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私
は
、
天
草
市
が
災
害
に
強
い
自

治
体
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
２
年
前
に
は
熊
本
で
も
大
き

な
地
震
が
あ
り
、
最
近
で
は
台
風
・

大
雨
な
ど
災
害
が
増
え
、
私
た
ち
の

天
草
も
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　
天
草
市
は
島
な
の
で
海
に
囲
ま
れ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
も
し
、
大
き
な

津
波
が
起
き
れ
ば
天
草
を
海
が
の
み

込
む
で
し
ょ
う
。
家
や
建
物
は
も
ち

ろ
ん
、
水
産
や
観
光
資
源
、
港
や
橋

も
壊
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
孤
立
し

て
し
ま
う
と
物
資
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
心
配
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
多

い
天
草
で
は
、
避
難
や
身
を
守
る
こ

と
が
難
し
い
人
も
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
古
い
家
や
道
も
多

く
、
安
全
か
と
問
わ
れ
る
と
十
分
と

は
言
え
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
と
も
防
災
に
対
し
て
も
っ
と

取
り
組
み
を
強
め
て
欲
し
い
で
す
。

具
体
的
に
は
、
避
難
に
関
し
て
の
標

識
を
増
や
し
、
訓
練
の
回
数
を
増
や

す
な
ど
を
し
て
欲
し
い
で
す
。
私
自

身
も
、
も
っ
と
防
災
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

天草市立五和中学校
３年  小川　環 さん

　
以
前
、
学
校
で
人
生
１
０
０
年
時

代
が
来
る
と
学
ん
だ
。
日
本
で
は
、

２
０
０
７
年
生
ま
れ
の
半
数
が
１
０

７
歳
ま
で
の
寿
命
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
65
歳
で
仕
事
を
引
退
し
て
も
余

生
は
35
年
も
あ
る
。

　
最
近
は
、
引
退
後
を
豊
か
な
自
然

の
あ
る
田
舎
で
第
二
の
人
生
を
送
る

人
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の

天
草
は
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
う

っ
て
つ
け
の
魅
力
あ
る
場
所
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
な
ぜ
な
ら
、
天
草
に
は
、
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
﨑
津
集
落
や
歴
史

あ
る
観
光
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

ま
た
、自
然
も
豊
か
で
あ
る
か
ら
だ
。

　
そ
の
魅
力
を
生
か
す
た
め
に
は
高

速
道
路
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
高

速
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
移
住

し
て
き
た
人
た
ち
に
快
適
な
第
二
の

人
生
を
満
喫
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
る
し
、
観
光
客
に
は
気
軽
に
天
草

の
自
然
や
歴
史
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
と
思
う
。
移
住
の
き
っ
か
け
に
も

な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
天
草
の
人
口

増
加
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

天 草 の 未 来 を 担 う 子 ど も た ち か ら の

メ ッ セ ー ジ
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　本
年
６
月
に
待
望
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
と

な
っ
た
﨑
津
集
落
。
８
月
の
﨑
津
観
光
案
内
所

の
来
客
数
は
前
年
比
２
・
５
倍
の
伸
び
を
見
せ

多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、近
い
と
こ
ろ
で
は
三
角
西
港
や
荒
尾

に
お
い
て
は
世
界
遺
産
登
録
の
２
年
後
に
は
観

光
客
数
が
登
録
前
年
を
下
回
る
と
い
っ
た
結
果

が
出
て
お
り
ま
す
。

　そ
う
考
え
る
と
天
草
の
観
光
客
数
の
維
持
・

向
上
を
目
指
す
意
味
で
は
こ
れ
か
ら
の
１
年
間

で
期
待
を
上
回
る
取
り
組
み
が
必
須
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　今
後
も
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
天
草
で
あ

る
た
め
に
観
光
協
会
や
観
光
業
の
方
々
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
九

州
一
の
観
光
の
島
」
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、

天
草
の
魅
力
を
伝
え
る
伝
道
師
と
な
り
、
お
も

て
な
し
の
心
を
胸
に
天
草
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

下
田

　昇
一
郎

2018年11月号
第26号市議会だより

　９月17日の敬老の日にあわせ、市内
各地で敬老会が開催されました。写真
は９月16日に開催された二浦町亀浦の
敬老会です。

いつまでもお元気で!!いつまでもお元気で!!

あまくさ

広報広聴委員会
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平
成
30
年
度
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

は
、
９
月
５
日
に
予
算
決
算
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
回
の
補
正
で
は
、
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
に
向
け
た

シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
の
費
用
や
、
五
和
町
の
城
河
原
地
区

に
新
た
に
体
育
館
を
整
備
す
る
た
め
の
費
用
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
地
震
で
ブ
ロ
ッ

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

２
億
３
，７
７
５
万
８
，０
０
０
円
を
増
額
し

　
　
　
　
　
　
　
総
額
５
６
９
億
５
，９
２
１
万
８
，０
０
０
円
に

TOPIC

01
平成30年
第４回定例会

こんなことを
話し合い
決めました

今回の議案等は38件
※議案一覧は８ページに掲載。

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
対
象
を
拡
大
へ
!!

　平成30年第４回定例会は、８
月28日（火）から９月21日（金）
の25日間の会期で行いました。
　条例の改正や補正予算、決算
などの議案等が提出され、慎重
審議の結果、すべて原案どおり
可決、認定しました。
　今号では、この中から４件を
詳しく紹介します。

TOPICS

 

内
容

　
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
対
象
者
を
、
平
成
31
年
４
月

か
ら
、
現
在
の
中
学
校
３
年
生
か
ら
満
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
人
ま
で
に
拡

大
す
る
た
め
、
子
ど
も
医
療
費
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
の

改
修
と
、
新
た
に
対
象
と
な
る
人
に
認
定
申
請
を
促
す
た

め
の
費
用
を
補
正
す
る
。

 

質
疑

■問
　対
象
者
の
拡
大
に
よ
り
、
見
込
ま
れ
る
予
算
額
は
。

■答
　拡
大
分
と
し
て
、
約
３
，８
０
０
万
円
の
増
額
を
見

込
ん
で
い
る
。

■問
　拡
大
す
る
対
象
者
の
要
件
は
。

■答
　原
則
と
し
て
、
本
市
に
住
民
票
を
有
す
る
学
生
と
と

ら
え
て
い
る
が
、
働
い
て
い
る
方
や
、
進
学
の
た
め
市
外

に
住
民
票
を
移
し
た
学
生
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
様
々
な

想
定
が
あ
る
た
め
、
条
例
改
正
に
向
け
て
慎
重
に
検
討
を

進
め
て
い
る
。

天草市議会

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
対
象
拡
大
の
た
め

シ
ス
テ
ム
を
改
修

●報告 ……………  １件
●承認 ……………  １件
●条例 ……………  ６件
●その他 …………  ９件
●予算 ……………  ３件
●決算 …………… 13件
●議員提出 ………  ５件

ク
塀
が
倒
壊
し
、
児
童
が
死
亡
し
た
事
故
を
受
け
、
市
の

公
共
施
設
や
学
校
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
を
行
い
、

危
険
な
も
の
に
つ
い
て
は
撤
去
す
る
費
用
や
、
民
間
の
建

築
物
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
す
る
費
用
の
補
助
金

な
ど
も
計
上
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
主
な
補
正
予
算
の
内
容
や
質
疑
に
つ
い
て
は
、
次
の
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

91
万
７
，０
０
０
円

 

内
容

　
城
河
原
体
育
館
を
誘
致

企
業
に
売
却
し
た
こ
と
か

ら
、
代
替
施
設
と
し
て
、

新
た
に
体
育
館
の
建
設
が

必
要
と
な
っ
た
た
め
、
測

量
設
計
費
や
実
施
設
計

費
、
土
地
購
入
費
等
を
補

正
す
る
。

 

質
疑

■問
　今
回
建
設
す
る
体
育

館
の
規
模
及
び
事
業
費

は
。

■答
　ミ
ニ
バ
レ
ー
コ
ー
ト
２
面
を
確
保
で
き
る
広
さ
を
予

定
し
て
お
り
、
建
設
事
業
費
は
確
定
し
て
い
な
い
が
、
類

似
施
設
の
建
設
費
か
ら
判
断
す
る
と
１
億
６
，０
０
０
万

円
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

■問
　市
の
施
設
を
新
た
に
建
て
替
え
て
ま
で
企
業
を
誘
致

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
っ
た
か
。

■答
　企
業
誘
致
に
よ
り
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
、
特
に
今

回
は
今
ま
で
に
市
内
に
な
か
っ
た
業
種
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
若
い
人
の
就
職
に
よ
る
人
口
増
加
も
期
待
が
で
き
る

と
総
合
的
に
判
断
し
た
。

五
和
町
城
河
原
地
区
に

新
た
に
体
育
館
を
整
備

３
，２
５
９
万
４
，０
０
０
円

 

内
容

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
に
よ
る
死
亡
事
故
発
生
を
受
け
て
、

市
有
地
敷
地
内
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点
検
を
行

い
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
及
び
建
築
基
準
法
上
不
適
格
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
迅
速
な
撤
去
等
の
対
応
を
行
う
た
め

補
正
す
る
。
な
お
、
市
が
１
１
０
施
設
２
１
９
カ
所
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
調
査
を
実
施
し
た
結
果
に
つ
い
て
は
、
安
全

が
20
、
注
意
が
１
５
５
、
危
険
が
44
カ
所
あ
っ
た
。

 

質
疑

■問
　注
意
と
判
定
さ
れ
た
１
５
５
カ
所
に
つ
い
て
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
。

■答
　再
度
、
建
築
士
と
共
に
現
地
を
確
認
し
、
撤
去
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
迅
速
に
対
応
し
、
安
全
性
の
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市
有
地
敷
地
内
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を

撤
去

３
，０
０
０
万
円
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TOPIC

02
累
積
損
失
の
解
消
の
た
め

株
式
会
社
く
ら
た
け
の
株
式
を

同
社
へ
無
償
譲
渡

 

内
容

　
株
式
会
社
く
ら
た
け
の
累
積
損
失
が

資
本
金
を
超
え
て
し
ま
い
、
債
務
超
過

と
な
っ
た
た
め
、市
が
保
有
す
る
１
，３

０
０
株
、
５
，２
０
０
万
円
の
株
式
を

同
社
へ
無
償
譲
渡
し
、
無
償
減
資
す
る

こ
と
に
よ
り
累
積
損
失
を
減
少
し
た
う

え
で
会
社
の
民
営
化
と
再
生
を
図
る
。

　
ま
た
、
シ
モ
ン
芋
の
粉
末
製
造
事
業

に
つ
い
て
は
、
シ
モ
ン
芋
の
生
産
量
の

低
下
や
施
設
・
機
械
設
備
の
老
朽
化
に

よ
り
大
規
模
改
修
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
市
の
事
業
と
し
て
継
続
す
る
こ

と
は
非
常
に
厳
し
い
。

 

質
疑

■問 

特
産
物
処
理
加
工
施
設
の
今
後
の

取
り
扱
い
は
。

■答 

民
営
化
さ
れ
た
後
の
会
社
が
、
粉

末
製
造
事
業
を
継
続
す
る
の
で
あ
れ
ば

存
続
さ
せ
る
が
、
不
採
算
部
門
と
し
て

切
り
離
す
場
合
に
お
い
て
は
、
加
工
施

設
は
事
業
の
継
承
と
雇
用
の
継
続
を
条

件
と
し
て
他
の
民
間
事
業
者
へ
の
譲
渡

等
を
進
め
て
い
く
。

■問 

今
後
の
同
社
へ
の
支
援
は
。

■答 
今
後
、
新
会
社
へ
移
行
す
る
に
あ

た
り
再
生
計
画
づ
く
り
が
必
要
と
な
る

の
で
、
こ
れ
に
対
し
必
要
な
助
言
や
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

TOPIC

03
平
成
31
年
４
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け

天
草
市
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー

条
例
を
制
定

平成30年 第４回定例会こんなことを話し合い決めましたTOPICS

累
積
損
失
を
解
消
し
て

民
営
化
し
会
社
再
生
へ

 

内
容

　
天
草
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
に
伴

う
、職
員
等
が
利
用
す
る
事
務
机
、キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
な
ど
を
新
た
に
購
入
、
整
備

す
る
。

　
入
札
は
３
件
に
分
け
て
行
い
、
い
ず

れ
も
８
月
17
日
に
物
品
購
入
等
の
指
名

競
争
入
札
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

 

質
疑

■問 

指
名
の
際
の
業
者
の
選
考
は
ど
の

よ
う
な
基
準
で
行
う
の
か
。

■答 

天
草
市
競
争
契
約
入
札
資
格
登
録

業
者
の
う
ち
、
オ
フ
ィ
ス
家
具
、
児
童

生
徒
用
椅
子
、
保
管
器
具
類
、
そ
の
他

家
具
の
納
入
を
希
望
し
て
い
る
市
内
の

業
者
で
、
購
入
予
定
製
品
、
メ
ー
カ
ー

の
取
り
扱
い
が
可
能
と
思
わ
れ
る
15
社

を
選
定
し
、
そ
の
中
か
ら
過
去
２
年
間

の
平
均
売
上
が
１
，０
０
０
万
円
以
上

で
、
売
上
高
で
比
較
し
た
企
業
規
模
の

上
位
か
ら
順
に
３
つ
に
振
り
分
け
、
10

社
ず
つ
指
名
し
て
い
る
。

■問 

既
存
の
備
品
の
取
り
扱
い
は
。

■答 

机
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

購
入
後
30
年
近
く
経
過
し
て
お
り
、
か

な
り
傷
ん
で
い
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ

る
が
、
使
え
る
も
の
は
新
庁
舎
で
使
用

す
る
ほ
か
、
複
合
施
設
に
入
る
部
署
、

ポ
ル
ト
に
入
る
部
署
で
古
い
備
品
と
入

れ
替
え
を
行
い
、
そ
の
他
に
使
え
る
備

品
は
、
各
地
区
コ
ミ
セ
ン
や
地
区
振
興

会
に
照
会
を
か
け
、
必
要
と
さ
れ
る
部

署
で
使
用
し
て
い
き
た
い
。

　
市
議
会
定
例
会
の
本
会
議
や
常
任
委

員
会
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
直
接
議
場
へ
来
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
で
も
、
本
会
議
は
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
中
継
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※

次
の
定
例
会
の
日
程
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

 

傍
聴
に
行
く
に
は

　
熊
本
地
震
に
よ
る
庁
舎
分
散
の
影
響

で
、
議
会
は
五
和
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

中
継
を
見
る
に
は

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
天
草
市
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
天
草
市
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

※

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
パ
ソ
コ
ン

の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
件
の
契
約
を
締
結

 

内
容

　
五
和
町
二
江
地
区
に
天
草
市
イ
ル
カ

セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
設
置
す
る
た
め
条

例
を
制
定
す
る
。

　
本
施
設
は
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の

拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
る
も
の
で
、
観

光
振
興
、
地
域
振
興
に
寄
与
し
、
道
の

駅
の
機
能
も
有
す
る
施
設
と
し
て
来
年

４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。

 

質
疑

■問 

条
例
の
第
８
条
で
指
定
管
理
に
つ

い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
指
定
管
理

の
方
向
性
は
。

■答 
本
施
設
で
は
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
を
予
定
し
て
お
り
、
２
年
間
の
指

定
管
理
期
間
で
非
公
募
に
よ
り
指
定
管

理
者
を
選
定
す
る
予
定
。

■問 

指
定
管
理
を
行
う
場
合
の
指
定
管

理
料
の
予
定
額
は
。

■答 

物
販
等
に
よ
る
収
益
施
設
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
指
定
管
理
料
は
出
さ
な

い
方
向
で
考
え
て
い
る
。

■問 

ト
イ
レ
や
駐
車
場
な
ど
の
道
の
駅

の
機
能
は
。

■答 

道
の
駅
の
登
録
を
目
指
し
て
い
る

の
で
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
24
時
間
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
、
駐
車
場
に
つ
い

て
も
周
辺
の
土
地
を
活
用
し
十
分
な
台

数
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の

拠
点
と
し
て

TOPIC

04
天
草
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
に
伴
い

職
員
用
の
事
務
机
、キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
な
ど
を
購
入

天
草
市
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

平
成
30
年
12
月
定
例
会

         

会
期
日
程（
予
定
）

期
　
日

会
　
議

程
日
事
議

12

㊋
日
４
月

議
会
本

会
開

明
説
の
由
理
案
提

12

㊎
日
７
月

議
会
本

疑
質

12
月
10

㊊
日

休　
会

会
員
委
活
生
民
市

会
員
委
済
経
設
建

12
月
11

㊋
日

休　
会

会
員
委
策
政
務
総

会
員
委
生
厚
育
教

12
月
12

㊌
日

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
正
補
（

12
月
17

㊊
日

議
会
本

問
質
般
一

12
月
18

㊋
日

議
会
本

問
質
般
一

12
月
19

㊌
日

議
会
本

問
質
般
一

12
月
21

㊎
日

議
会
本

・
告
報
長
員
委

会
閉・
決
採・
論
討

▲シモン芋粉末加工設備（ドラムドライヤ）

▲イルカセンターの完成予想図



　予算決算委員会では９月10日、11日に平成29年度一般会計歳入
歳出決算の審査を行い、認定しました。
　なお、決算の詳細については市政だより天草11月号に掲載されて
いますので、本紙では審査の際の質疑の内容等をお知らせします。

　地方公共団体における決算とは、
一会計年度の歳入歳出予算の執行の
結果・実績を表示する計数（表）をい
い、事務事業の目的や成果を明らか
にすることに加えて、公金の適正な
収入及び支出を明らかにしなければ
なりません。
　このため「決算」は、地方自治法
の定めにより、会計管理者が作成調
製し、監査委員の審査を経て、市長
が市議会に提案し、市議会の認定を
得ることになります。

　歳入面については、自主財源の根幹である市税収入全体で増
加がみられる。しかしながら、合併算定替期間終了に伴う地方
交付税の段階的な減少という継続的なマイナス要因を抱えてお
り、歳出面では、市庁舎建設など大型事業の推進や、社会保
障分野の扶助費の増加は避けられない状況にあり、財政状況は
厳しさを増すものと予想される。
　今後も、歳入が大きく増加することは期待できず、経費節減
を基本とした効率的な行財政運営が求められる。また、まちづ
くりや行政サービスの最適化を図っていくことも必要となる。市
民ニーズを的確に把握し、真に有効な事業を見定め、費用対効
果を検証するとともに、発想の転換と創意工夫による見直しを
行い、限りある財源の有効活用をより強く押し進められたい。

平成29年度一般会計歳入歳出決算を認定

決算審査を予算編成に反映を!!

平成29年度一般会計

歳入　 594億1,941万9,330円
歳出　 564億2,126万0,316円
差引　　 29億9,815万9,014円

決算ってなに？
なぜ議会で審査するの？

監査委員の意見の一部をご紹介します

決
算
審
査
に
お
け
る

議
会
の
意
見

　
今
回
の
委
員
会
で
は
、
執
行
部
に
対

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
改
善
を
お

願
い
い
た
し
ま
し
た
。
内
容
と
し
ま
し

て
は
、
当
初
予
算
に
反
映
で
き
る
か
検

討
を
要
す
る
も
の
、
業
務
と
し
て
改
善

す
べ
き
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
ま
す
。

　
執
行
部
に
お
い
て
は
、
今
回
の
意
見

や
要
望
等
を
十
分
踏
ま
え
た
上
で
、
予

算
の
計
上
・
執
行
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
間
討
議
を
実
施

　
委
員
会
で
は
、
採
決
の
前
に
議
会
基

本
条
例
第
13
条
で
定
め
る
「
議
員
間
の

自
由
討
議
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
自
由
討
議
は
、
会
派
間
等
で
の
協
議

を
経
て
か
ら
行
い
、
今
回
は
、「
補
助

金
支
出
後
の
効
果
の
検
証
に
つ
い
て
」、

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
た
議

論
に
つ
い
て
」、「
決
算
に
係
る
歳
入
の

説
明
資
料
の
充
実
に
つ
い
て
」、「
活
発

な
議
論
を
行
う
た
め
の
質
問
内
容
や
執

行
部
答
弁
の
充
実
に
つ
い
て
」
意
見
が

出
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

　ふるさと応援寄附金（ふる
さと納税）の制度内容の周知、
お礼品の充実を図りながら寄
附金を募り、寄附のお礼として
市の特産品などを贈呈した。

■問 目標額３億円にむけてどうい
った取り組みを行っているか。
■答 インターネット受付サイト
や返礼品を充実。また、今年
度から今まで、送料・手数料
込みで寄附額の３割としてい
た返礼品の額を送料・手数料
別で３割としたことから、内
容の充実が図られている。

質疑

質疑

意見

　公共交通機関でお越しにな
る観光客の周遊手段として、島
内を巡回するバスを運行する。

■問 周遊バスの乗客数が少ない
のであれば廃止も含めて検討
すべきではないか。
■答 コースの見直しや﨑津集落
の世界文化遺産登録などの効
果もあり今年度は乗客数も増
えてきており、公共交通を利
用してお越しになる観光客へ
の対策として現段階では廃止
することは考えていない。
　　　
　路線バス運行維持にも３億
円以上の補助金を出しているの
で、そこでのアクセス改善を進
めていくことも検討してほしい。

質疑

　各種大会や合宿等を誘致
し、宿泊者の人数に応じて補
助金を支給する。

■問 事業実績と今後の予算増額
は。
■答 利用者は年々増えており、
必要に応じ予算の増額も考えて
いきたい。

　昨年の補正予算審査時に要
望した宿泊者数と補助金額の
区分の見直しが実施されてお
り、活用しや
すくなったとの
声があった。

　災害に対応するため、備蓄
品の購入や防災マップの作成
を行うほか、災害時の土砂取
り除き、避難路の補修への原
材料支給を行う。

　いざという時、活用してもら
うために定期的に周知を図って
もらいたい。

要望

　サンタクロースの聖地・天草
として、サンタクロースやクリス
マス関連イベントを実施し、観
光産業等の振興を図る。

■問 住民にも浸透しておらず、
観光としての効果も見込めな
いのであれば廃止すべきでは
ないか。
■答 イベントの中でイルミネーシ
ョンは旅行雑誌などにも掲載さ
れるなど好評である。事業開始
から６年が経過し、現在の形の
事業となって３年目であること
からこれまでの効果を検証し
て、今後の取り組みについては、
事業内容の見直しを含めサンタ
推進協議会とも協議したい。

質疑

　国の給付金事業の対象とな
らない45歳以上の新規就農を
希望する者に対し、農業技術
習得に必要な研修及び新規就
農に必要な費用に給付金を支
給する。

■問 事業実績と就
農後の状況は。
■答 給付金受給者
のうち、現在営農を継続して
おられる方が、市の事業によ
る就農者が８名、国の事業に
よる就農者が46名となってい
る。昨年度実施した就農診断
では、経営が順調なＡ判定が
23名、重点指導が必要なＢ判
定が31名。

質疑

意見

あまくさ市議会だより 7 あまくさ市議会だより 6

7,008万円
ふるさと応援寄附金

推進事業

広域観光推進事業

573万円
大会等誘致推進事業

3,029万円
災害対策費

3,100万円

サンタクロースの聖地・天草
推進事業

825万円
新規就農者支援事業

金額はすべて千円単位で四捨五入しています。

3,192万円



あまくさ市議会だより 9 あまくさ市議会だより 8

※起立採決により賛否が分かれたものに限ります。（○は賛成、×は反対）　※古賀源一郎議員は議長職のため、表決には加わりません。

平成30年第４回天草市議会（定例会）議案等

賛否表
熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について
平成３０年度天草市一般会計補正予算（第３号）
平成２９年度天草市一般会計歳入歳出決算の認定について
平成２９年度天草市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成２９年度天草市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成２９年度天草市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 
本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出について

議第１３７号
議第１４０号
議第１４３号
議第１４４号
議第１４６号
議第１５４号
議員提出第４号

会派名 天政会 市民クラブ 政友会 新風天草 日本共産党 公明党 無会派

表決数 結果田
池

　

之
裕

島
脇

　

純
義

人
千
三
村
中

木
勝

　

生
幸

郎
一
幸
下
宮

戸
鶴

　

啓
継

塚
大

　

生
基

田
益

　

昭
政

郎
一
昇
田
下

嶋
五

　

彦
善

井
澤

　

富
一

崎
浜

　

臣
昭

山
平

　

司
泰

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠

尾
中

　

二
友

中
田

　
　

茂

洲
濱

　

心
大

田
前

　

之
正

池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

昭
義

木
赤

　

男
武

通
五

　

作
俊

郎
一
源
賀
古

山
若

　

介
敬

口
門

　
　

徹
議第137号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 23:2 原案可決
議第140号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 23:2 原案可決
議第143号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 23:2 認定
議第144号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 23:2 認定
議第146号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 23:2 認定
議第 154 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 23:2 認定
議員提出第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 22:3 原案可決

　一般質問とは、議案と関係なく行政事務の状況や将
来に対する方針などを質問するもので、定例会に限って
行われます。今回の一般質問は、９月18日から20日ま
での３日間で行われ、９人の議員が質問に立ちました。
※掲載原稿は質問した議員本人が要約したものです。 一 般 質 問

そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

【
幸
福
度
調
査
の
今
後
】

■濱洲  

倉
岳
町
、
御
所
浦
町
、
本
渡
地

域
で
幸
福
度
調
査
３
カ
所
が
終
了
し
た

が
、
今
後
こ
の
結
果
を
ど
の
様
に
活
用

す
る
の
か
。

■市長  

３
カ
年
を
か
け
て
実
施
し
て
き

た
調
査
結
果
を
総
合
的
に
分
析
し
今
年

度
、
策
定
す
る「
後
期
基
本
計
画
」に
反

映
さ
せ
る
。
ま
た
そ
の
他
の
地
域
も
今

後
随
時
、
調
査
を
実
施
す
る
。
今
後
は

幸
福
実
感
向
上
を
目
指
す「
幸
せ
リ
ー

グ
」と
も
連
携
を
図
り
イ
ベ
ン
ト
開
催

も
検
討
を
し
て
い
く
。

【
指
定
管
理
施
設
に
つ
い
て
】

■濱洲  

イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
や
道
の
駅
整

備
後
の
管
理
経
費
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。■観光文化部長 

イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
は
、
５
カ
年
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
運
営
に
即
し
た
計
算
の

結
果
、
指
定
管
理
料
０
円
を
予
定
し
て

い
る
。
宮
地
岳
観
光
交
流
施
設
の
管
理

費
に
お
い
て
は
、
今
後
の
指
定
管
理
の

協
議
に
お
い
て
算
定
し
て
い
く
。

■濱洲  

今
後
整
備
を
進
め
る
道
の
駅
に

お
い
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
と
契
約
す
る
体

制
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
指
定
管
理
料

は
、
０
円
に
で
き
、
ト
イ
レ
の
管
理
も

お
願
い
し
、
借
地
料
の
納
付
も
見
込
ま

れ
る
が
。■観光文化部長 

コ
ン
ビ
ニ
を
有
す
る

道
の
駅
も
あ
る
が
利
益
優
先
で
は
な

く
、
地
域
雇
用
創
出
や
地
元
商
店
と
の

調
整
も
必
要
で
あ
る
。
今
後
協
議
を
進

め
る
中
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

【
世
界
遺
産
﨑
津
集
落
】

■濱洲  

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
来
訪

者
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。
近
隣
の
自

治
体
と
の
協
力
体
制
は
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。■観光文化部長 

﨑
津
集
落
で
は
７
・

８
月
の
集
計
が
前
年
１
万
６
，６
４
６

人
が
今
年
は
３
万
７
，２
５
８
人
と
な

っ
て
お
り
、
長
崎
大
浦
天
主
堂
の
８
万

３
，９
９
０
人
に
次
い
で
多
い
。
近
隣

自
治
体
と
の
連
携
で
は
南
島
原
市
を
は

じ
め
、
新
上
五
島
町
、
長
崎
県
、
天
草
・

宇
土
半
島
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
各

種
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
、
福
岡
市

の
イ
ベ
ン
ト
出

展
や
外
国
人
の

誘
致
で
も
協
力

体
制
を
図
っ
て

い
る
。

濱洲 大心
議員

●
幸
福
度
調
査
の
今
後

●
指
定
管
理
施
設
に
つ
い
て

●
世
界
遺
産
﨑
津
集
落

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

報告第11号 平成29年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告について（地方公共団体の財政の健全化に関す
る法律の規定により議会に報告するもの） － －

議第130号 専決処分事項の承認について（平成30年度天草市一般会計補正予算第２号）（７月豪雨等に伴う災害復旧費と
して専決処分したもの） 付託省略 承認

議第131号 天草市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について（個人情報の保護に関する法律及び行政機関の
保有する個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、個人情報の定義を明確化するもの） 総務政策 原案可決

議第132号 天草市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について（児童福祉法の改正に伴
い、引用条項のずれを変更するもの） 教育厚生 原案可決

議第133号 天草市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について（放
課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準の改正に伴い、放課後児童支援員の基礎資格拡大を図るもの） 教育厚生 原案可決

議第134号 天草市イルカセンター条例の制定について（公の施設を新たに設置するため、条例を制定するもの） 建設経済 原案可決

議第135号 天草市建築基準条例の一部を改正する条例の制定について（建築基準法の改正に伴い、新たな許可及び認定の
制度を設けるもの） 建設経済 原案可決

議第136号 天草市手数料条例の一部を改正する条例の制定について（建築基準条例の改正に伴い、事務手数料を設定する
もの） 建設経済 原案可決

議第137号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について（構成団体の共同処理する事務と規約を変更するもの） 市民生活 原案可決
議第138号 財産の無償譲渡について（株式会社くらたけの株式を無償譲渡し、同社の民営化を図るもの） 建設経済 原案可決
議第139号 市道路線の認定について（新たに市道２路線を認定するもの） 建設経済 原案可決

議第140号
　～142号

平成30年度天草市一般会計補正予算（第３号）
平成30年度天草市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
平成30年度天草市介護保険特別会計補正予算（第１号）

予算決算 原案可決

議第143号
　～155号

平成29年度天草市一般会計歳入歳出決算の認定について
平成29年度天草市特別会計歳入歳出決算の認定について（国民健康保険特別会計など９件）
平成29年度天草市病院事業会計決算の認定について
平成29年度天草市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
平成29年度天草市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

予算決算 認定

議第156号
　～158号 財産の取得について（新庁舎の事務机及び椅子等を購入するもの） 総務政策 原案可決

議第159号
　～161号 工事請負契約の締結について（複合施設建設工事等に係る請負契約を締結するもの） 総務政策 原案可決

請願第２号 日本年金機構の情報セキュリティー対策の見直しを求める意見書の提出を求める請願書（継続審査） 市民生活 採択
請願第６号 学校施設への空調設備整備に対する国庫補助を求める意見書の提出を求める請願書 教育厚生 採択
請願第７号 学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全性確保を求める意見書提出を求める請願書 教育厚生 採択
議員提出第３号 天草市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 付託省略 原案可決
議員提出第４号 本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出について 付託省略 原案可決
議員提出第５号 日本年金機構の情報セキュリティ対策の見直しを求める意見書の提出について 付託省略 原案可決
議員提出第６号 学校施設への空調設備整備に対する国庫補助を求める意見書の提出について 付託省略 原案可決
議員提出第７号 学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全性確保を求める意見書の提出について 付託省略 原案可決
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●
国
史
跡
棚
底
城
跡
計
画

●
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

●
み
つ
ば
ち
ラ
ジ
オ
の
状
況
に
つ
い
て

■鶴戸  

史
跡
整
備
状
況
や
具
体
的
な
周

辺
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

■観光文化部長  

文
化
庁
や
熊
本
県
文

化
課
と
の
協
議
が
必
要
と
な
り
計
画
ど

お
り
い
か
な
い
場
合
も
あ
る
。
ト
イ
レ

計
画
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

整
備
の
中
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

■鶴戸  

棚
底
城
拠
点
道
の
駅
構
想
に
つ

い
て
問
う
。
災
害
時
に
緊
急
一
時
的
避

難
場
所
、
情
報
収
集
の
場
、
災
害
対
策

本
部
と
し
て
災
害
時
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
防
災
拠
点
と
し
た
道
の
駅
構
想
に

つ
い
て
。

■市長  

　
道
の
駅
構
想
に
つ
い
て
は
、

市
内
７
カ
所
の
設
置
を
目
標
に
進
め
て

お
り
、
地
理
的
に
天
草
上
島
の
八
代
海

側
へ
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。
今

後
、
棚
底
城
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
を
含

む
周
辺
整
備
計
画

策
定
に
お
い
て
、

道
の
駅
候
補
の
一

つ
と
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。
備

蓄
な
ど
施
設
の
防

災
機
能
に
つ
い
て
も
、
こ
の
計
画
策
定

時
に
地
域
の
方
々
や
防
災
専
門
家
な
ど

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

■鶴戸  

空
き
家
、
危
険
家
屋
の
対
応
に

つ
い
て
、
有
害
鳥
獣
が
空
き
家
や
隣
接

す
る
農
地
等
に
住
み
つ
い
て
い
る
現
状

で
あ
る
の
で
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
は
な
い
の
か
。

■建設部長  

管
理
不
全
の
空
き
家
に
対

し
、
特
定
空
家
等
の
認
定
や
そ
れ
に
伴

う
助
言
・
指
導
、
勧
告
、
命
令
、
代
執

行
な
ど
の
措
置
に
つ
い
て
の
検
討
及
び

特
別
措
置
法
に
規
定
す
る
空
家
対
策
協

議
会
の
設
置
の
検
討
な
ど
、
対
策
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

■鶴戸  

上
天
草
地
区
の
難
聴
地
区
に
つ

い
て
、上
天
草
地
区
の
電
波
塔
は
な
ぜ
、

一
カ
所
だ
け
で
あ
っ
た
の
か
。

■総合政策部長  

難
聴
地
域
は
、
倉
岳

町
、
御
所
浦
町
、
栖
本
町
。
電
波
塔
設

置
に
つ
い
て
は
、
光
回
線
が
敷
設
し
て

あ
る
の
は
有
明
町
老
岳
局
一
カ
所
の
み

と
な
っ
て
い
た
。
一
つ
の
案
と
し
て
、

御
所
浦
町
烏
峠
送
信
所
の
設
置
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

鶴戸 継啓
議員

●
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

●
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

●
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）に
つ
い
て

【
認
知
症
の
介
護
者
支
援
に
つ
い
て
】

■五通  

認
知
症
の
介
護
者
支
援
と
、
市

独
自
の
取
り
組
み
、
今
後
の
施
策
は
あ

る
か
。■高齢者支援課長  

経
済
的
な
負
担
軽

減
の
た
め
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）の
入
居
者
の
家

賃
・
食
材
料
費
の
負
担
軽
減
を
実
施
。

こ
の
事
業
は
14
市
で
、
本
市
の
み
が
実
施

し
て
い
る
事
業
。
ま
た
、「
見
守
り
、
声
掛

け
」が
地
域
で
広
が
る
よ
う
、
地
域
グ
ル

ー
プ
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

【
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
ご
み
出
し
支

援
に
つ
い
て
】

■五通  

熊
本
市
で
行
わ
れ
て
い
る
ふ
れ

あ
い
収
集
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
で
き

な
い
か
。■市民生活部長  

本
市
に
お
い
て
は
、

ご
み
収
集
は
全
て
委
託
業
務
に
て
行
っ

て
い
る
。
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
「
ほ

っ
と
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
や
市
の
「
介

護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」等
を
紹
介
し
て

い
る
。
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
ご

利
用
い
た
だ
き
、
更
な
る
事
業
推
進
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。

【
獣
医
師
の
確
保
対
策
に
つ
い
て
】

■五通  

畜
産
農
家
が
安
心
し
て
取
り
組

め
る
た
め
の
、
将
来
に
わ
た
る
獣
医
師

の
確
保
に
つ
い
て
。

■市長  

喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

各
関
係
機
関
で
の
協
議
検
討
が
は
じ
め

ら
れ
た
と
の
こ
と
な
の
で
、
市
と
し
て

も
後
方
支
援
で
き
る
と
こ
ろ
は
し
っ
か

り
取
り
組
み
、
必
要
で
あ
れ
ば
国
、
県

へ
の
要
望
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
。

【
農
業
基
盤
整
備
の
目
標
と
計
画
に
つ
い

て
】■五通  

4
年
後
の
整
備
率
の
目
標
は
何

％
で
、
整
備
面
積
は
い
く
ら
か
。

■経済部長  

平
成
33
年
度
、
市
の
整
備

率
の
目
標
は
45
・
5
％
、
面
積
は
１
２

４
h
a
に
な
る
。

【
L
G
B
T
に
つ
い
て
】

■五通  

期
日
前
投
票
で
、
宣
誓
書
の
男

女
性
別
記
入
欄
の
削
除
等
は
、
考
え
て 

い
る
か
。■選管事務局長  

今
後
の
選
挙
に
お
い

て
、
宣
誓
書
か
ら
法
の
求
め
の
な
い
性

別
記
入
欄
の
削
除
を
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
い
て
決
定
し
て
い
る
。

■五通  

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
の
理
解
と

人
権
啓
発
に
つ
い
て
伺
う
。

■市長  

本
市
が
定
め
る
各
種
申
請
様
式

の
性
別
記
載
欄
の
必
要
性
の
検
討
や
見

直
し
に
つ
い
て
、
全
庁
的
に
状
況
把
握

を
行
う
。

五通 俊作
議員

■澤井  

通
詞
大
橋
が
昭
和
50
年
に
開
通

し
43
年
が
経
過
し
た
が
、
橋
の
傷
み
が

顕
著
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
段
差
も
あ
り
デ
コ
ボ
コ
感
も
感
じ

ら
れ
る
。
橋
梁
補
修
工
事
は
直
近
で
は

い
つ
さ
れ
た
か
。

　
ま
た
、
一
番
大
事
な
本
体
部
分
に
も

サ
ビ
が
確
認
さ
れ
、
橋
の
つ
な
ぎ
目
部

分（
伸
縮
継
手
）に
つ
い
て
も
、
劣
化
が

進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
通
詞

島
の
一
番
の
生
活
道
路
に
万
が
一
の
こ

と
が
あ
れ
ば
、
大
変
な
事
態
に
な
る
。

何
十
年
後
ま
で
も
安
心
安
全
に
通
詞
大

橋
が
使
え
る
よ
う
丁
寧
な
点
検
や
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。
市
と
し
て
の
考
え

は
。■建設部長  

８
年
前
に
補
修
工
事
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
平
成
25
年
の
道
路
法

改
正
を
受
け
て
平
成
26
年
に
点
検
を
実

施
。
鋼
材
の
腐
食
、
伸
縮
装
置
の
劣
化

等
も
確
認
し
て
い
る
。
補
修
工
事
に
つ

い
て
も
、
緊
急
性
及
び
重
要
性
を
勘
案

し
な
が
ら
優
先
順
位
を
定
め
対
応
す

る
。

【
天
草
市
の
教
育
全
般
に
つ
い
て
】

■澤井  
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
、
診

断
を
受
け
る
児
童
生
徒
の
数
が
増
加
し

て
い
る
。
小
中
学
校
で
は
連
携
が
と
れ

て
い
る
と
思
う
が
高
校
と
は
連
携
不
足

で
は
な
い
か
。
日
本
全
体
で
も
不
登
校

の
児
童
生
徒
数
が
増
え
続
け
て
い
る
。

天
草
市
で
の
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
数

は
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。
学
校
以
外
の

学
び
の
場
の
必
要
性
を
感
じ
る
。ま
た
、

「
こ
ど
も
食
堂
、
夜
間
中
学
」
に
つ
い

て
は
ど
う
思
う
か
。

■教育部長  

特
別
支
援
教
育
で
は
、
連

携
協
議
会
を
設
け
対
応
し
て
い
る
。
各

中
学
校
で
は
、
中
高
連
絡
会
も
実
施
し

て
い
る
。
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
数
は

平
成
29
年
度
小
学
校
が
10
名
、
中
学
校

が
57
名
。
適
応
指
導
教
室
等
で
対
応
し

て
い
る
。
本
市
で
の
市
民
活
動
団
体
に

よ
る
子
ど
も
食
堂
は
把
握
し
て
い
る
。

夜
間
中
学
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
考

え
て
い
な
い
。

澤井 一富
議員

●
五
和
町
の
通
詞
大
橋
に
つ
い
て

●
天
草
市
の
教
育
全
般
に
つ
い
て

■五嶋  
人
口
減
少
対
策
と
し
て
の
一
次

産
業
、
特
に
農
業
振
興
に
対
す
る
市
長

の
思
い
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

■市長  「
一
次
産
業
の
発
展
な
し
に
天

草
の
発
展
は
な
し
」
の
強
い
思
い
の
元

に
、
農
業
の
担
い
手
対
策
を
人
口
減
少

対
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
全
力
で
推
進

し
て
い
く
。

■五嶋  

優
良
な
果
樹
園
地
等
が
放
棄
さ

れ
、
山
林
化
し
て
い
く
現
状
が
あ
る
。

管
理
で
き
な
く
な
っ
た
農
地
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
『
農
地
バ
ン
ク
』
の
設
置

が
必
要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

■市長  

農
地
は
、
一
度
荒
廃
さ
せ
て
し

ま
う
と
、
元
の
農
地
に
復
元
す
る
の
は

容
易
で
は
な
い
。
平
成
31
年
4
月
か
ら

「
天
草
市
農
地
バ
ン
ク
」
を
本
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
、
本
人
の
申
請

に
よ
り
「
貸
し
た
い
農
地
」
な
ど
の
情

報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進

め
て
い
る
。

■五嶋  
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

■市長  
市
民
生
活
に
お
い
て
も
移
住
定

住
、
企
業
誘
致
等
、
本
市
の
施
策
を
進

め
て
い
く
上
で
も
重
要
と
考
え
て
い

る
。■五嶋  

通
信
環
境
の
悪
い
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の

地
域
の
中
で
要
望
の
大
き
い
地
域
か
ら

優
先
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
貰
い
た
い
。

■市長  

情
報
通
信
の
地
域
間
の
格
差

は
、
本
市
の
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
財
政
負
担
、
整
備
後
の
事
業
の

継
続
性
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
の
技

術
革
新
等
、
大
変
難

し
い
問
題
で
あ
る
が
、

解
決
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

五嶋 善彦
議員

●
天
草
市
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境
格
差
の
是
正
に
つ
い
て

貸
し
た
い
農
地

借
り
た
い
農
家

農　地
バンク

マッチング

（登録） （申込）

（農地バンクのイメージ）

＊管理できなく
　なった農地

＊規模拡大、
　新規就農
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【
路
線
バ
ス
存
続
す
べ
き
】

■蓮池  

交
通
不
便
地
域
で
人
口
が
減
少

傾
向
に
あ
る
。
交
通
弱
者
の
声
は
、
小

さ
い
ま
ま
で
あ
る
。
ト
ー
タ
ル
の
公
的

支
出
で
、
路
線
バ
ス
存
続
と
廃
止
後
の

様
々
な
方
法
を
比
較
検
討
さ
れ
る
。
肝

心
な
こ
と
は
、
路
線
バ
ス
と
し
て
の
交

通
路
線
が
存
続
す
る
か
ど
う
か
、
地
域

に
お
住
ま
い
の
方
々
全
体
の
問
題
で
あ

り
、
来
訪
者
を
含
め
れ
ば
、
幹
線
的
な

路
線
は
、
間
引
き
し
な
い
で
、
で
き
る

だ
け
存
続
す
べ
き
。

　
も
ち
ろ
ん
、
利
用
実
態
に
合
わ
せ
て

毎
年
調
査
さ
れ
て
、
ダ
イ
ヤ
調
整
さ
れ

て
い
る
が
、
利
用
者
本
位
の
オ
ン
デ
マ

ン
ド
的
な
運
行
が
求
め
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
よ
り
、
地
域
住
民
と
協
力
調

整
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

■地域振興部長 
以
前
に
も
ニ
ー
ズ
の

調
査
を
行
い
、
公
共
交
通
ニ
ー
ズ
が
一

定
程
度
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
住
民
と
協

議
し
な
が
ら
順
次
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
今
後
も
交
通
不
便
地
域
の
状
況
を

継
続
的
に
把
握
す
る
た
め
、
年
１
回
の

行
政
区
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ほ
か
、

支
所
と
の
定
例
会
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
、
乗
合
タ
ク
シ

ー
の
実
証
運
行
等
を
行
っ
て
き
た
が
、

今
後
も
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
福
祉
タ
ク
シ

ー
の
有
効
活
用
等
、
引
き
続
き
、
関
係

部
署
と
綿
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
地
域

の
実
状
に
応
じ
た
効
果
的
な
方
法
を
検

討
、
実
施
し
て
い
き
た
い
。

【
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
】

■蓮池  

地
域
エ
リ
ア
ご
と
に
交
通
弱
者

の
把
握
と
、
病
院
や
買
い
物
等
生
活
上

の
諸
要
件
を
回
し
て
い
け
る
だ
け
の
交

通
と
し
て
、
例
え
ば
週
に
数
回
の
運
行

が
で
き
な
い
の
か
、
廃
止
の
前
に
検
討

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

　
上
天
草
市
で
遠
隔
地
等
で
は
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
に
地
域
住
民
も
同
乗
可
能
に

し
て
、
生
活
維
持
機
能
を
確
保
し
て
い

る
。
天
草
市
は
、
新
年
度
か
ら
５
年
間

の
計
画
が
さ
れ
る
時
期
で
あ
り
、
個
別

に
乗
車
許
可
証
を
発
行
す
る
等
工
夫
し

て
、
住
民
に
も
喜
ば
れ
る
活
用
を
よ
り

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

■地域振興部長 

引
き
続
き
、
教
育
委

員
会
と
協
議
を
続
け
、
保
護
者
の
ご
意

見
も
踏
ま
え
、
対
応
可
能
な
地
域
か
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。

蓮池 良正
議員

【
水
道
料
金
＝
引
き
下
げ
は
可
能
か
】　

■浜崎  

平
成
29
年
度
天
草
市
水
道
事
業
報

告
書
を
見
る
と
７
，３
０
２
万
６
，８
２
３

円
の
純
利
益
が
生
じ
た
。
下
げ
る
こ
と
を

要
求
す
る
。

■市長  

水
道
使
用
料
の
８
ト
ン
ま
で
55
円

は
、
県
内
の
地
表
水
を
水
源
と
し
て
い
る

事
業
体
の
な
か
で
一
番
安
い
単
価
。
も
う

少
し
上
げ
る
べ
き
だ
が
現
在
の
価
格
に
し

て
い
る
。
引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

【
水
俣
病
指
定
区
域
の
認
識
と
関
係
自
治

体
と
の
連
携
】

■浜崎  

全
国
公
害
被
害
者
総
行
動
デ
ー
と

ミ
ナ
マ
タ
現
地
調
査
i
n
長
島
に
参
加
し

て
き
た
。
天
草
市
に
も
多
く
の
患
者
が
お

ら
れ
る
。
隣
接
す
る
市
町
村
と
連
携
を
行

い
、水
俣
病
被
害
者
の
支
援
を
行
う
べ
き
。

■市長  「
あ
た
う
限
り
す
べ
て
」
の
観
点

か
ら
救
済
措
置
が
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
住
民
の
健
康
調
査
と
調
査
方
法

の
開
発
は
国
が
行
う
と
規
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
こ
の
手
法
が
確
立
し
た
ら
、
関
係

自
治
体
と
連
携
を
図
り
健
康
調
査
の
実
施

に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

【
都
市
計
画
区
域
は
、
旧
本
渡
地
域
と
旧

牛
深
地
域
の
２
地
域
に
存
在
す
る
。
都
市

計
画
区
域
の
見
直
し
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
】

■浜崎  

多
く
の
都
市
計
画
区
域
の
住
民
か

ら
不
公
平
税
制
を
な
く
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
声
が
来
て
い
る
。
都
市
計
画
税
の
廃

止
ま
た
は
軽
減
措
置
を
行
う
こ
と
は
、
考

え
ら
れ
な
い
か

■建設部長  
都
市
計
画
区
域
は
昭
和
44
年

の
変
更
以
降
、
本
格
的
な
見
直
し
が
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
、
見
直
し
検
討
を

進
め
て
お
り
、
昨
年
度
ま
で
に
検
討
区
域

を
抽
出
し
、
課
題
を
整
理
し
た
。
今
後
は
、

課
題
の
分
析
を
進
め
、
関
係
機
関
等
と
の

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
本
年
度
を
目
途
に

都
市
計
画
区
域
見
直
し
方
針
を
策
定
し
て

い
き
た
い
。■市民生活部長  

軽
減
税
率
等
に
つ
い
て

は
、現
在
の
と
こ
ろ
検
討
は
し
て
い
な
い
。

農
地
や
耕
作
放
棄
地
な
ど
に
対
す
る
軽
減

措
置
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
税
は
、
都

市
計
画
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
で
、
都

市
計
画
区
域
の
見
直
し
等
に
併
せ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
水
産
物
の
急
速
冷
凍
技
術
の
調
査
・
研

究
・
課
題
の
進
捗
状
況
と
世
界
遺
産
観
光

客
へ
の
商
品
開
発
】

■浜崎  

観
光
客
に
鮮
度
抜
群
の
魚
介
類
を

提
供
で
き
る
だ
け
の
商
品
の
ス
ト
ッ
ク
技

術
の
確
立
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
行
政

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

■経済部長  

支
援
事
業
を
活
用
し
、
新
商

品
の
開
発
に
取
り
組
み
漁
業
所
得
向
上
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

水
道
料
金
・
水
俣
病
・
都
市
計
画
税

・
水
産
物
の
流
通
に
つ
い
て

浜崎 義昭
議員

●
ピ
ロ
リ
菌
検
査
と
除
菌
の
取
り
組
み

●
世
界
遺
産
登
録
に
関
連
し
て

●
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
に
関
連
し
て

■赤木  

平
成
29
年
度
か
ら
中
学
3
年
生

の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
実
施
し
て
頂
い
た

が
、
検
査
結
果
は
。
ま
た
、
佐
賀
県
と

比
較
す
る
と
、
市
の
陽
性
率
は
約
1
・

7
％
と
高
い
。
そ
こ
で
佐
賀
県
は
無
料

で
検
査
か
ら
除
菌
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
る
。
市
で
も
除
菌
ま
で
の

取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

■市長・健康増進課長  

平
成
29
年
度

の
３
年
生
の
生
徒
数
は
７
４
１
人
、
検

査
者
数
が
３
５
０
人（
実
施
率
47
・
２
％
）

で
陽
性
者
数
は
30
人（
8
・
57
％
）。
平

成
30
年
度
は
、
生
徒
数
７
０
２
人
、
検

査
者
数
は
５
２
８
人（
実
施
率
75
・
２
％
）

で
陽
性
数
は
43
人（
8
・
14
％
）だ
っ
た
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
、
関
係
者
の
ご
理
解

を
頂
き
県
内
で
初
め
て
実
施
し
て
い
る
。

検
査
の
結
果
、
陽
性
反
応
で
治
療
が
必

要
な
生
徒
は
、
平
成
31
年
4
月
か
ら
子

ど
も
医
療
費
助
成
を
18
歳
ま
で
引
き
上

げ
る
の
で
、
保
護
者
の
判
断
に
よ
り
、

助
成
制
度
を
利
用
し
て
治
療
し
て
頂
き

た
い
。■赤木  

中
学
3
年
生
の
感
染
者
割
合
は
、

佐
賀
県
が
4
・
9
％
前
後
で
あ
る
の
に

対
し
、
天
草
市
は
8
％
を
超
え
て
い
る

こ
と
が
判
明
。
こ
の
結
果
、成
人
も
感
染

者
が
多
い
可
能
性
も
高
く
、
成
人
に
対

す
る
検
査
助
成
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
。

■健康福祉部長   

市
町
村
の
が
ん
検
診

と
し
て
は
、
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

■赤木  

﨑
津
集
落
一
帯
は
電
線
類
が
数

多
く
張
り
巡
ら
さ
れ
、
景
観
が
損
な
わ

れ
て
い
る
。
平
成
28
年
に
は
「
無
電
柱

化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、
同
周
辺
集
落
も
対
象
で
あ
り
、
無

電
柱
化
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
軒
下

配
線
方
式
や
裏
配
線
方
式
も
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。■世界遺産推進室長   

国
の
無
電
柱
化

推
進
計
画
に
該
当
す
る
が
、
整
備
費
も

約
3
億
円
が
必
要
。
一
方
、
軒
下
配
線

方
式
等
も
可
能
性
が
あ
り
、
電
気
事
業

者
等
と
協
議
を
進
め
る
。

■赤木  

天
草
空
港
の
愛
称（
改
称
）に
つ

い
て
と
五
島
つ
ば
き
空
港
と
天
草
空
港

を
結
ぶ
新
た
な
周
遊
ル
ー
ト
の
企
画
開

発
に
つ
い
て
伺
う
。

■地域政策課長   

世
界
文
化
遺
産
登
録

や
天
草
空
港
開
港
20
周
年
も
目
前
で
、

愛
称
は
熊
本
県
と
協
議
を
行
う
。
ま
た

地
方
航
空
会
社
O
R
C
の
運
行
空
白
時

間
を
活
用
し
、
３
日
間
コ
ー
ス
と
４
日

間
コ
ー
ス
が
あ
り
、
５
回
催
行
予
定
。

新
た
な
周
遊
ル
ー
ト
や
コ
ン
テ
ン
ツ
企

画
開
発
が
見
込
ま
れ
る
。

赤木 武男
議員

【
世
界
文
化
遺
産
登
録
後
の
地
域
振
興
策
】

①
﨑
津
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

■浜崎  
４
月
に
登
録
さ
れ
た
道
の
駅
「
﨑

津
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
」
で
の
物
販
の

再
開
は
。■観光文化部長 

地
元
地
区
振
興
会
を
中

心
に
具
体
的
な
協
議
を
行
う
。

②
き
ん
つ
市
場

■浜崎  

営
業
時
間
、
定
休
日
に
つ
い
て
行

政
と
し
て
今
後
、
漁
協
側
に
対
し
、
話
し

合
い
の
場
を
求
め
る
意
向
は
な
い
か
。

■観光文化部長 
基
本
的
に
運
営
母
体
で

あ
る
天
草
漁
協
で
決
定
さ
れ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

③
チ
ャ
ペ
ル
の
鐘
展
望
公
園

■浜崎  

天
草
夕
陽
八
景
に
認
定
で
き
な
い

か
。■観光文化部長 

現
地
を
確
認
し
、
夕
陽

の
き
れ
い
な
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
紹
介
し
、

﨑
津
集
落
の
回
遊
に
つ
な
げ
た
い
。

④
夕
陽
の
駅

■浜崎  

ぷ
ら
っ
と
、﨑
津
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
、
う
し
ぶ
か
海
彩
館
に
夕
陽
の
写

真
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
頂
く
一
室
を
設
け「
夕

陽
の
駅
」
と
し
て
は
ど
う
か
。

■観光文化部長 

夕
陽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
は

行
っ
て
い
る
。

■浜崎  

現
在
放
映
分
は
、
あ
ま
り
に
も
夕

陽
の
魅
力
を
感
じ
な
い
。
イ
ン
パ
ク
ト
の

強
い
夕
陽
動
画
を
作
成
す
べ
き
。

⑤
海
の
駅

■浜崎  

海
の
駅
登
録
を
増
や
す
考
え
は
な

い
か
。■建設部長  

庁
内
関
係
部
署
と
も
連
携
を

図
り
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

⑥
宿
泊
客
増
加
、
天
草
の
宝
発
掘
対
策

■浜崎  

天
草
市
に
連
泊
し
て
頂
く
為
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
等
の
補
助
金
は
出
せ
な

い
か
。■観光文化部長 

11
月
中
旬
か
ら
2
月
中

旬
に
か
け
世
界
遺
産
登
録
記
念
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
。

⑦
ト
イ
レ
一
元
化
　

■浜崎  
ト
イ
レ
所
管
窓
口
及
び
担
当
課
の

一
元
化
は
出
来
な
い
か
。

■観光文化部長 
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
対

応
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

★
①
〜
⑥
に
つ
い
て

■浜崎  

違
う
目
線
で
小
山
薫
堂
氏
他
プ
ロ

や
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
考
え

は
な
い
か
。

■市長  

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
専
門
家
の
方
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
民
間
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
】

■浜崎  

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
品
メ
ニ
ュ

ー
に
、「
牛
深
ハ
イ
ヤ
踊
り
」
を
加
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

■総合政策部長 

お
礼
品
と
し
て
登
録
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

浜崎 昭臣
議員

●
﨑
津
集
落
世
界
文
化
遺
産
登
録
後
の

　地
域
振
興
策

●
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

交
通
不
便
地
域
の
実
態
把
握
と

交
通
弱
者
支
援
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政務活動報告

　天草市においても観光施設として、15カ所の指定管
理施設を運営しているので、参考にすべく視察を行った。

「伊東マリンタウン」・資本金7,440万円（伊東市55％民
間13社にて45％）平成2年5月設立。
•マリンタウン従業員109名　テナント従業員203名。
　平成29年度来場者241万人　売上高23億6,300万円。
　温泉施設利用者16万3,000人　売上高7億3,550万円。
•伊東市からの指定管理料の支出はなく、会社側より伊

東市に借地料と固定資産税、法人税を納めておられた。
東京、神奈川
からの来訪者
も多く、幸せ
の黄色いトイ
レなども整備
されていた。

 視察を終えて　
•指定管理施設においては、天草市においても指定管理料は基本0円を目標とすべきである。
　今後、道の駅も複数設置の計画があるので、これを参考にし検討をして行きたい。
•子育て支援については、天草市においても子育てしやすい環境整備に努めねばならないし、人口の流出抑制策も検討

が必要である。この研修を今後の議員活動に活かしていこうと思う。

 視察を終えて　
　山口県周防大島町は人口16,452人の瀬戸内海に浮か
ぶ島で、都会からＩターンしてきた若者が６次産業化に
取り組むなどし、平成24年にはついに町の人口が社会
増に転じている。町では、町、議会、商工会、農協、漁
協が連携し周防大島町定住促進協議会を立ち上げ、「住
まい」と「仕事」の情報提供に取り組まれた。同時に移
住者である泉谷勝敏氏(ファイナンシャルプランナー)を
協議会嘱託職員(総務省地域力アドバイザー)として採用
し、生活設計を含めた移住相談を受けている。
　大前提として、地元のおじいちゃん、おばあちゃんが
喜べるような定住促進であるべきと語る泉谷氏。「もて
なさない」「補助金を出さない」「数字を追いかけない」“な
いないづくし”の移住定住促進を掲げ悲壮感が漂いがち
な本事業にユニークな発想で取り組んでおられた。
　またこちらも移住者である「瀬戸内ジャムズガーデン」
の松嶋社長の取り組みは、耕作放棄地を借りて自家農園
として栽培したイモや地元農家さんと連携した柑橘類で
ジャムを製造し販売するといったもので、平日にも関わ
らず店内は多くのお客様で賑わっていた。現在では農場
や工場、隣接するカフェを含め30人を雇用するといっ
た６次産業化の貴重な成功例として大変参考になるもの
であった。
　多くの柑橘類を作っている天草にとっても大変参考に
なる研修であったので市民クラブでは今後講師として天
草にお招きしたいと考えている。

平成30年７月3日～4日 新風天草（中尾友二・田中 茂・前田正之・濱洲大心）、若山敬介

【7月3日　静岡県伊東市　「道の駅」】
第三セクター「伊東マリンタウン」の取り組み

•都市圏から新幹線で30分の距離にある長泉町。
　年々、子どもの数が増えており「奇跡の町」とも呼ば

れている。ここ10年間で人口が3,000人増加している。
•町に高校はないが、大学を出て地元に就職をする人に

は町から支援金を出す（15万円～ 30万円）。
•ファミリーサポート事業　「子育ての支援を行いたい

方」と「子育ての支援を受けたい方」が会員となり保
育園や放課後児童会へのお迎えや預かりなど助け合う
システムとして実施されていた。

【7月4日　静岡県　長泉町】
こども未来課「子育て支援施設」の取り組み

平成30年５月22日～23日 市民クラブ（大塚基生・西村尚武・下田昇一郎・五嶋善彦）

最先端のイチゴ栽培技術の視察状況 松嶋社長による瀬戸内ジャムズガー
デンの取り組みについての解説

  【５月22日　山口県周防大島町役場】
  移住定住政策について
 １．起業（企業）のプランコンペについて
　　①開催内容、募集方法、審査方法について
　　②起業支援策について（島の仲間の応援について）
 ２．移住者や地域おこし協力隊の役割と活躍について
 ３．移住者と地域の接点確保（コミュニケーション）について
 ４．空家バンクの募集方法と家賃について

  【５月22日　瀬戸内ジャムズガーデン】
  ６次産業化について
 １．地域との連携について
 ２．生産品の高付加価値化について

  【５月23日　ＪＡ山口大島本所】
  出資型法人周防大島ファームについて
 １．法人経由型新規就農支援策について
 ２．法人の移住者への就農支援の係りについて
 ３．農業法人の雇用確保について

 視察を終えて　
　鹿沼市議会事務局長からご挨拶をいただき、こども未
来部こども総合サポートセンター長から「こども総合サ
ポートセンター」について説明を受けた。
　鹿沼市も年々、少子化が進んでいるとのこと。そこで、
妊娠から就労において切れ目のない一貫した支援ができ
ないかと「こども総合サポートセンター」を設置したと
のことであった。こども総合サポートセンターは発達障
がいをはじめ、虐待や貧困、不登校など発達に支援が必
要な子どもに対し「家庭、母子、青少年、教育」などの
各種相談をワンストップで行い、子どもの成長に合わせ
た「就学前から小学校、中学校、高校、就労」へと切れ
目ない、一貫した支援を提供し専門スタッフによる質の
高い支援をされていた。
　サポートセンターはセンター長をはじめ、総合サポー
ト係、こども・家庭相談係、教育相談室、こども発達支
援センター、スタッフ40名で組織されており、子ども
と保護者、家族を支えるために子どもの発達段階に応じ

 視察を終えて　
　天草市でも公共施設の維持コストが大きな負担となっ
てくるのは避けられない。現在も必要な建物として大き
な建物が建設されている。かかる負担を市民に理解して
いただき、コストを抑える努力も必要である。モデルと
して、共通する建物は共有し、利活用することも必要と
考える。道の駅は、天草市内に既存を含め、７施設を設
置する計画である。いろいろな事例を参考に、経営維持
可能な施設なのか国の方針を踏まえながら調査研究して
いきたい。

平成30年7月2日～4日 政友会（浜﨑昭臣 ・平山泰司 ・船辺 修 ・柴田 誠）

【栃木県鹿沼市・日光市】
子育て支援の取り組み・世界遺産・観光について

　青梅市の公共建築物は総床面積38万㎡と膨大で、税
収等の低迷する中に、将来的に維持管理に経費の増大が
予想される。行政需要は増加・多様化している中、平成
20年に行財政改革推進プランでは総合的に企画・管理・
活用・処分を行い、少ない財源で施設を効率的・効果的
にストックマネジメントを運用している。公共建築物の
維持コストの削減や長寿命化、施設の再編などを含む公
共建築物の適正配置にも取り組んでいる。

平成30年7月11日～13日 天政会（脇島義純・池田裕之・中村三千人・勝木幸生・宮下幸一郎・鶴戸継啓）

【青梅市】
公共建築物保全整備計画について

　道の駅の法的要件を始め、設置目的や現状、道の駅の
健全経営などを視察研修した。「道の駅」は、道路利用
者が安心して休憩できる場や、福祉、 防災、観光、文化、
地域経済など行政（市町村）が抱える様々な分野の課題
を解決する場として、市町村が設置する公共施設で、設
置者は公共的な役割を果たすことが必要。また、指定管
理者については、例外的に認めている『地域を代表して

「道の駅」を設置するにふさわしく、市町村が推薦する
公益法人』に限定されている。

【内閣府】
道の駅について

た支援を継続的、計画的に進めていくとのことであった。
　天草市もワンストップで相談できる場所を周知し、相
談員、保健師、保育士、心理職などの専門スタッフによ
る質の高い支援をし、保護者が考え過ぎず、家族で悩ま
ず、育児相談ができる天草市をと考えさせられた。
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私
は
、
天
草
市
が
災
害
に
強
い
自

治
体
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
２
年
前
に
は
熊
本
で
も
大
き

な
地
震
が
あ
り
、
最
近
で
は
台
風
・

大
雨
な
ど
災
害
が
増
え
、
私
た
ち
の

天
草
も
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　
天
草
市
は
島
な
の
で
海
に
囲
ま
れ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
も
し
、
大
き
な

津
波
が
起
き
れ
ば
天
草
を
海
が
の
み

込
む
で
し
ょ
う
。
家
や
建
物
は
も
ち

ろ
ん
、
水
産
や
観
光
資
源
、
港
や
橋

も
壊
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
孤
立
し

て
し
ま
う
と
物
資
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
心
配
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
多

い
天
草
で
は
、
避
難
や
身
を
守
る
こ

と
が
難
し
い
人
も
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
古
い
家
や
道
も
多

く
、
安
全
か
と
問
わ
れ
る
と
十
分
と

は
言
え
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
と
も
防
災
に
対
し
て
も
っ
と

取
り
組
み
を
強
め
て
欲
し
い
で
す
。

具
体
的
に
は
、
避
難
に
関
し
て
の
標

識
を
増
や
し
、
訓
練
の
回
数
を
増
や

す
な
ど
を
し
て
欲
し
い
で
す
。
私
自

身
も
、
も
っ
と
防
災
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

天草市立五和中学校
３年  小川　環 さん

　
以
前
、
学
校
で
人
生
１
０
０
年
時

代
が
来
る
と
学
ん
だ
。
日
本
で
は
、

２
０
０
７
年
生
ま
れ
の
半
数
が
１
０

７
歳
ま
で
の
寿
命
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
65
歳
で
仕
事
を
引
退
し
て
も
余

生
は
35
年
も
あ
る
。

　
最
近
は
、
引
退
後
を
豊
か
な
自
然

の
あ
る
田
舎
で
第
二
の
人
生
を
送
る

人
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の

天
草
は
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
う

っ
て
つ
け
の
魅
力
あ
る
場
所
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
な
ぜ
な
ら
、
天
草
に
は
、
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
﨑
津
集
落
や
歴
史

あ
る
観
光
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

ま
た
、自
然
も
豊
か
で
あ
る
か
ら
だ
。

　
そ
の
魅
力
を
生
か
す
た
め
に
は
高

速
道
路
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
高

速
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
移
住

し
て
き
た
人
た
ち
に
快
適
な
第
二
の

人
生
を
満
喫
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
る
し
、
観
光
客
に
は
気
軽
に
天
草

の
自
然
や
歴
史
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
と
思
う
。
移
住
の
き
っ
か
け
に
も

な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
天
草
の
人
口

増
加
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

天 草 の 未 来 を 担 う 子 ど も た ち か ら の
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　本
年
６
月
に
待
望
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
と

な
っ
た
﨑
津
集
落
。
８
月
の
﨑
津
観
光
案
内
所

の
来
客
数
は
前
年
比
２
・
５
倍
の
伸
び
を
見
せ

多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、近
い
と
こ
ろ
で
は
三
角
西
港
や
荒
尾

に
お
い
て
は
世
界
遺
産
登
録
の
２
年
後
に
は
観

光
客
数
が
登
録
前
年
を
下
回
る
と
い
っ
た
結
果

が
出
て
お
り
ま
す
。

　そ
う
考
え
る
と
天
草
の
観
光
客
数
の
維
持
・

向
上
を
目
指
す
意
味
で
は
こ
れ
か
ら
の
１
年
間

で
期
待
を
上
回
る
取
り
組
み
が
必
須
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　今
後
も
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
天
草
で
あ

る
た
め
に
観
光
協
会
や
観
光
業
の
方
々
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
九

州
一
の
観
光
の
島
」
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、

天
草
の
魅
力
を
伝
え
る
伝
道
師
と
な
り
、
お
も

て
な
し
の
心
を
胸
に
天
草
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
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2018年11月号
第26号市議会だより

　９月17日の敬老の日にあわせ、市内
各地で敬老会が開催されました。写真
は９月16日に開催された二浦町亀浦の
敬老会です。

いつまでもお元気で!!いつまでもお元気で!!

あまくさ

広報広聴委員会


